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論文内容要旨
 哺乳類の頭蓋冠を構成する篇平骨の形態形成については,頭蓋成長の一部として,骨の拡張と
 いう視点から多くの研究が報告されている。しかし組織学的には,すでに骨の基本形態が完成し
 てからの研究が主体であり,骨の拡張が盛んな時期に対応した形成過程の組織学的研究は極めて
 少ない。しかも観察紡料および観察領域に偏りがあり,扁平骨全体の組織学的動態の観察として
 十分とは言えない。頭蓋冠は形も大きさも異なる複数の扁平骨の集合体である。そこで,マウス
 頭蓋冠を構成する前頭骨,頭頂骨,頭頂間骨について,骨の基本形態が完成するまでの骨面の絹
 織学的動態を知るため,出生直後から拠日輪までを24時間おきに光学顕微鏡ならびに走査型電子
 顕微鏡で比較観察した。
 その結果,各号の骨辺縁部には拡張のための骨形成面が認められるほか,骨としての最終的な
 形態を整えるための新生骨梁の形成が起こる。とくに頭頂問骨では,新生骨梁が急速に成長し骨
 面全体を覆い,この骨の内板を形成する。他の骨でも小領域ではあるが,同様の形成過程が見ら
 れる。すなわち,頭頂骨の場合は矢状縁における板間層形成の際に新生骨梁が見られ,前頭骨で
 は大脳と嗅球の境界溝を覆う位置で起こり,嗅球窩境界隆起を形成する。なお萩生骨梁の出現時
 期は骨によって異なるが,骨梁の成長は骨の初期発生と同様の経過を示し,その表面は多量の顯
 粒状構造物を付着させたコラーゲン康線維で構成された未石灰化の骨基質形成面である。また,
 すでに骨として成長しているそれぞれの骨とは独立して骨化が進行することが示された。一方,
 骨内面の表面形状を見ると,脳を覆う位置にある頭頂骨と前頭骨は骨辺縁部の形成面のほかに,
 骨中央部には多数の破骨細胞が観察され,骨面に広範囲の吸収面が認められる。従って,両骨は
 骨改造を伴なって骨形成が進行しており,とくに吸収面は面骨とも拡張速度に対応して増大して
 る。これに対して,小脳テントを覆う位置にある頭頂問骨は骨芽細胞に包まれ,基質面はコラー
 ゲン原線維が交織する幼若な形態を示す。その後骨面は緻密になり,骨吸収は起こらず新生骨梁
 を派生する。また内板は骨形成が持続し,吸収面は内板完成後わずかに観察される。
 以上のことから,マウスの頭蓋冠を構成する骨の三次元的な形成に関しては,骨内面に出現す
 る新生骨梁によってその形が決定されることが明らかになった。この骨梁の形成される部位に共
 通することは,脳を区分する中隔部を覆う位置にあるため脳の被膜が厚いことと,脳の拡大によ
 る物理的な影響が受けにくい位置であるという点である。これに対し,頭頂骨と前頭骨の脳の成
 長に対応しなければならない骨面は常に骨吸収が活発である。このように,扁平骨の形成はその
 発生する位置における畷境に大きく左右されながら形態形成を営むもので,すべて一様の経過を
 示すものではない。
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審査結果要旨
 哺乳類の頭蓋冠を構成する扁平骨は一般に前頭骨,頭頂骨,頭頂間骨が区別される。これらの
 膜性骨の成長は,骨辺縁部の拡張と骨表面における添加と吸収の相互作用によるものである。頭
 蓋冠の扁平骨の成長過程の研究は専ら骨の基本形態の形成後についてなされ,形成期での骨縄織
 の成長変化に対する知見がすくない。
 本研究は生後0日からM日までのマウス頭蓋冠の扁平骨の基本形態形成期における骨の組織学
 的動態を光学顕微鏡および走査電子顕微鏡で観察したものである。
 生後0日では,頭頂間骨の内面および外面はすべて骨芽細胞で覆われるが,前頭骨と頭頂骨の
 内面中央部には被骨細胞がみられる。これらの骨の表面は膜性骨の成長課程を示している。
 その後の新生骨梁の出現部位と日時は骨によって異なる。しかし骨梁の成長は骨の初期発生と
 同様の経過を示し,その表面には多量の頼粒状の構造物を付着させたコラーゲン原線維からなる
 未石灰化の骨基質形成がみられる。新生骨梁は頭頂間骨では生後18に骨内面に小さい突起とし
 て出現し,生後2日から3日にかけてこの突起を起点として新生骨梁が薄い板状の骨に対して平
 行に成長して内板となり,板間層が形成される。前頭骨では新生骨梁が生後三日から3日に出現
 し,骨中央部だけに根問属と隆起部が形成される。頭頂骨では頭頂間骨や前頭骨よりも遅く,新
 生骨梁が生後6田に骨辺縁部とくに矢状縁で顕著に出現し,板間層が形成される。
 すでに骨として成長を続けている部位では骨化が進行している。滑面と粗面の出現は頭頂問骨
 では最も遅く,生後⑳霞に観察されるが,頭頂骨と前頭骨ではすでに生後0日に観察され,これ
 ら面骨での滑面と粗面の分布傾向は類似している。
 脳を覆う位置にある頭頂骨と前頭骨は鐵生時から単層で肥厚する部位が多く,むしろ新生骨梁
 の出現部位が限定されている。頭頂間骨での新生骨梁は大脳と小脳の中隔である小脳テントの位
 置にあらわれ,新生骨梁が顕著に出現する頭頂骨の矢状縁は大脳縦裂の大脳鎌の位置にある。ま
 た前頭骨の隆起形成部は大脳と嗅脳との境界溝の位置に相当する。これらの部位は脳を区分する
 中隔部に相当するところにあり,脳の被膜が厚くなり,脳の拡大による直接の影響を受けない。
 ただしこのような位置関係は頭頂間骨と前頭骨は出生時においてほぼ確立しているが,頭頂骨の
 矢状縁はまだその状態には達していない。このことが矢状縁が大脳面を越える生後6日目まで新
 生骨梁の出現をみない事由であろう。
 マウスの頭冠を構成する扁平号すなわち前頭骨,頭頂骨,頭頂間骨は膜性骨の様相をとりなが
 らも各骨の生後の形成課程は必ずしも一様ではなく,脳の成長に対応する経過をとるものと推定
 される。
 以上の研究成果から本研究は哺乳類の生後の頭蓋冠の形成過程を示唆するものであり,歯学博
 士の学位記授与に値する。
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